
 

公正な市場の確立に向けて 

～「市場の番人」としての今後の取組み～ 

 

１．証券監視委の使命 

 証券取引等監視委員会（証券監視委）は、引き続き、 

○ 市場の公正性・透明性の確保 

○ 投資者の保護 

を目指して市場監視に取り組んでいきます。 

 

２．基本的な考え方 

我が国市場を取り巻く状況は、金融商品・取引の複雑化・多様化・グローバル化

といった環境の変化や、それらを踏まえた金融商品取引法の施行をはじめとする制

度の変革など、ダイナミックに動いています。証券監視委は、こうした大きな変化

に対応し、「市場の公正を汚す者には怖れられ、一般投資家には心強い存在」であ

るべく、２つの基本的な考え方に則ってその使命の達成に取り組んでいきます。 

（１）機動性・戦略性の高い市場監視の実現 

▶ 証券監視委の持つ、市場分析審査、証券検査、課徴金調査、開示検査、犯則

調査といった手段を戦略的に活用し、迅速かつ効果的な市場監視を行います。 

▶ その際、市場の動きに対してタイムリーかつ機敏に対応するとともに、顕在

化しつつあるリスクに対しても将来に備えた機動的な対応を目指します。 

▶ また、自主規制機関、海外当局などとの連携を強め、全体としての市場監視

の効果を上げていきます。 

（２）市場規律の強化に向けた働きかけ 

▶ 市場監視から得られた問題意識を、建議などを通じて、金融庁をはじめとす

る関係機関によるルール整備、制度づくりに反映させていきます。 

▶ 各市場参加者による自主的な取組みを通じた市場規律機能が強化されるよ

う、自主規制機関等を通じて各市場参加者に積極的に働きかけていきます。 

▶ そのため、市場参加者との対話、市場への情報発信も強化していきます。 

証券監視委としては、このような考え方に基づき、その総合力を発揮した実効性

の高い市場監視を通じて公正・透明な質の高い市場を形成していくことが、我が国

市場の活性化、国際競争力の向上に貢献するものと考えています。 
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３．重点施策 

 市場監視の各手段を戦略的に活用しながら、特に以下のような点に重点をおい

て、実効性のある効率的な市場監視を行っていきます。 

（１）包括的かつ機動的な市場監視 

▶ 発行市場・流通市場全体に目を向けた市場監視を行います。 

▶ 直ちに法令違反とは言えないような取引などについても、幅広く注意を払っ

ていきます。 

▶ 個別取引や市場動向の背景にある問題を分析し、機動的な市場監視に役立て

ていきます。 

（２）課徴金制度の一層の活用 

▶ 課徴金制度の特性を活かした迅速・効率的な調査の実施に努めるとともに、

課徴金制度の見直しに適切に対応していきます。 

（３）金融商品取引法制の適切な運用 

▶ 検査対象業者の範囲の拡大などを踏まえ、検査マニュアルを全面改訂し、検

査手法やノウハウの確立に取り組むほか、公益の確保や投資者保護を念頭に、

内部管理態勢に着目した検査を実施していきます。 

▶ 開示検査についても、四半期開示制度の導入などに適切に対応していきます。 

（４）自主規制機関などとの連携 

▶ 全体としての市場監視機能を強化するため、自主規制機関の行う考査・監査

や、ルール整備、市場参加者への情報発信の面での連携を一層強化していき

ます。 

（５）グローバル化への対応 

▶ 情報交換や国際的な電子取引への監視の強化など、海外当局と積極的に連携

し、市場監視の空白を作らないよう取り組んでいきます。 

 

 

～市場参加者の皆さんへ～ 

市場の公正性・透明性を確保するためには、市場参加者一人一人の努力が不

可欠です。証券監視委と力を合わせ、我が国市場を誰でも安心して利用できる

公正・透明なものとしていきましょう。 


